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取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守ら
ないと、火災や人身事故になることがあ
ります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事
項と製品の取り扱いかたを示しています。この取扱説
明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのうえ、製
品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。

ビデオカメラ
レコーダー

©1996 by Sony Corporation
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とにかく撮って見る

必要なもの

1 電源をつなぐ。
1 電源コードをコンセントにつな
ぐ。

2 ACパワーアダプターの接続プ
レートをバッテリー取り付け面の
上部に入れ、しっかりと押して固
定する。

2 カセットを入れる。
1 取出しスイッチの青いボタンを押
しながら、矢印の方向へずらす。
カセット入れが自動的に上がって開く。

2 カセットを入れる。
テープ窓を外側に、ツマミを上にする。

3 押 マークを押して、カセット入れ
を閉める。
カセット入れは自動的に下がる。

8ミリビデオカセット(別売り)
hマークのついたスタン
ダード8ミリテープをお
使いください。

アクセサリーキット(別売り)
ACパワーアダプター

本体　

1

2

押 マーク

テープ窓

ツマミ

取出しc
スイッチ
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屋外などで撮影す
るときは充電した
バッテリー（充電
池）を使います。
（8、9ページ）

3 撮影する。
1 電源スイッチの緑のボタンを押し
ながら「カメラ」にする。
レンズカバーが開く。

2 スタンバイスイッチを「スタンバ
イ」にする
ファインダーに画像が見える。

3 赤いボタンを押すと、撮影が始ま
る。

4 もう1度赤いボタンを押すと、
撮影が止まる。

4 撮影できたか、
ちょっと確認する。

1 液晶ロック解除ボタンを押しなが
ら、液晶画面を開ける。

2 エディットサーチŒボタンをポン
と1回押す。
最後に撮影した場面を数秒間、液晶画面
で見られる。

2

1

●バッテリー（充電池）
を充電する → 8

●撮影内容を確認する→ 15
●再生する → 16
●液晶画面を見せながら
撮る → 19

4

3

押しながら

エディットサーチ�

1

2

カメラ�

切�

ビデオ�

ファインダー
この部分に目をあてて画
像を見ます。

どうしてもピントがぼや
けてしまうときは視度調
節します。(11ページ）

液晶ロック
解除ボタン
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21

液晶画面を見ながら撮るとき

高い位置で撮る姿勢 （ハイアングル）

体がふらつかな
いように、少し
足を開く。

うまく撮る姿勢
見やすい画像にするコツは、ハン
ディカムを動かしすぎないことと、
ふらつかないような安定した姿勢
で撮影することです。

ビューファインダーをのぞいて撮るとき

1

2

3

左手はハンディ
カムの下にそえ
て安定させる。

低い位置で撮る姿勢
（ローアングル）
ビューファインダーを持ち
上げる。

液晶画面を開く

マイクに手が触れ
ないようにする。

液晶画面の角度
を調節する。

左手はハンディ
カムの下にそえ
て安定させる。

低い位置で撮る姿勢 （ローアングル）
液晶画面の角度を調節する。

液晶画面を下向
きに調節する。

グリップベルトを
しっかりしめる。

右わきをしめる。

• アイカップを目に
しっかりあてる。

• ビューファインダー
の角度を調節する。
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Mビューファインダーや液晶画
面をつかんで、本機を持ち上
げないでください。

ズームは多用せず、広角で撮る。
広角にすると、ブレの少ない画像になり
ます。ピントも合いやすくなります。
被写体を大きく撮りたいときは、近づいて
撮影すると音もよく入ります。

きれいな映像にするために
•太陽を背に、被写体の正面に光があた
るようにして、逆光を避けましょう。

•暗いところではライトを使いましょう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

撮影の基本
ハンディカムをふり回さない。
写真のつもりで固定して撮ります。左右
にハンディカムを動かすとき（パンニン
グ）は、つま先を撮り終わりの方に向け、
ゆっくり動かします。撮り始めと終わり
は、しっかり止めます。

安定した見やすい画面にするコツ
•壁によりかかるなど安定した姿勢をと
る。

•水平、垂直の線をビューファインダー
の枠に合わせる。

•三脚を使う。ネジの長さが6.5mm未満
のものをお使いください。

ピタッ

Mファインダーや液晶画面を太
陽に向けたままにしないでく
ださい。
故障の原因になります。
ビューファインダー内部や液
晶画面を傷めてしまいます。
窓際や屋外に置くときはご注
意ください。
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本書で使われているマークについて

M：正しくお使いいただくためのご注意です。

Â：知っていると便利な操作や解説です。

必ずお読みください
別売りのアクセサリーキットについて
本機をお使いになるには、別売りのアクセサリー
キットが必要です。お持ちでない場合は、お買い求
めください。詳しい内容については、アクセサリー
キットの取扱説明書をご覧ください。

ためし撮り
必ず事前にためし撮りをし、正常に録画・録音され
ていることを確認してください。
録画内容の補償はできません。
万一、ビデオカメラレコーダーやテープなどの不具
合により録画や再生されなかった場合、記録内容の
補償については、ご容赦ください。

著作権について
あなたがビデオで録画・録音したものは、個人とし
て楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断
で使用できません。なお、実演や興行、展示物など
のうちには、個人として楽しむなどの目的であって
も、撮影を制限している場合がありますのでご注意
ください。

本書内の写真について
液晶画面およびビューファインダー内の映像を説明
するのに、スチルカメラによる写真を使っていま
す。実際に見えるものとは異なります。

このマークは、ニカド電池のリサイ
クルマークです。

この製品には、ニカド電池を使用しています。
ニカド電池は、リサイクルできる貴重な資源です。
ニカド電池の交換および、ご使用済みの製品の廃棄
に際しては、ニカド電池を取りはずし、金属部にセ
ロハンテープなどの絶緑テープを貼ってニカド電池
リサイクル協力店へご持参ください。
本機に対応しているバッテリーでリサイクル可能な
もの

NP-55、NP-55H、NP-S55A、NP-65、NP-C65、
NP-77H、NP-77HD、NP-90、NP-90D、NP-S88A、
NP-S1
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準備 1 バッテリーを充電する

Mバッテリーを使い切らずに充
電をすると、容量低下の原因
になります。
なるべく、リフレッシュ（放
電）してから充電しましょう。

Â リフレッシュするときは
手順2でリフレッシュスイッ
チを矢印の方向へ押します。
リフレッシュが終わると、自
動的に充電が始まります。

リフレッシュ時間と充電時間に
ついて

リフレッシュ時間* 充電時間**
NP-55 約3時間30分 約1時間5分
NP-55H 約3時間50分 約1時間15分
NP-S55A 約5時間15分 約1時間35分
NP-77H/77HD 約8時間10分 約2時間35分
NP-65/C65 約4時間50分 約1時間35分
NP-90/90D 約10時間15分 約3時間15分
NP-S88A 約10時間30分 約3時間15分
NP-S1 約11時間20分 約3時間25分

別売りのACパワーアダプターな
どの充電器が必要です。

ACパワーアダプターの取扱説明
書もあわせてご覧ください。

バッテリーは充電して使います。

ACパワーアダプターAC-S15を
例に説明します。

1 つなぐ。

2 押しながら右へずらす。
　

自動的に充電が始まり、充電ランプ
(オレンジ色)が点灯する。充電が終わ
ると消える。

充電器から取りはずすとき
左へずらす。

バッテリー�

ACパワー�
アダプター�
AC-S15

電源ランプ(緑色)が点灯する。�

電 源� 充 電� リフレッシュ�

リフレッシュランプ�

* リフレッシュ(放電)時間は最大値です。
** リフレッシュしてからAC-S15で充電に要する時間。
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準備 2  バッテリーを取り付ける
説
明

Â 充電器の種類
コンセントにつなぐタイプ

• ACパワーアダプターAC-
S15など。(AC-S25は使
えません。）

車のシガレットライターソ
ケットにつなぐタイプ

• カーバッテリーチャー
ジャーDC-S10など

1 バッテリー取り付け面
の上部にバッテリーの
上部を入れる。

2 バッテリーを押し付け
てしっかり固定する。

本体から取りはずすとき
バッテリー取りはずしボタンを
右にずらしながら、バッテリー
の下部を手前に引く。

Â 充電確認マークについて
充電確認マークのついたバッ
テリー（別売り）を使うとき、
充電済みなら「無印」側に、使
い切ったら「r」側にすると、
見分けがつき便利です。

充電確認
マーク

Â 液晶画面とビューファイン
ダーの両方を使って撮影する
とき（19ページ）のバッテリー
の使用時間は
液晶画面を使っての撮影時間
より若干短くなります。

Â 液晶画面バックライトスイッチ
を「明るい」側にしたときのバッ
テリーの使用時間は
液晶画面を使っての撮影時間
より約1割程度短くなります。

屋外の撮影などでは、充電した
バッテリーを電源に使います。

使用時間について
ビューファインダーを使っての撮影時間

実撮影時間* 連続使用時間**
NP-55 約55分 約1時間35分
NP-55H 約60分 約1時間50分
NP-S55A 約1時間30分 約2時間40分
NP-77H/77HD 約2時間10分 約3時間55分
NP-65/C65 約1時間25分 約2時間35分
NP-90/90D 約2時間50分 約5時間5分
NP-S88A 約2時間55分 約5時間10分
NP-S1 約3時間5分 約5時間30分

液晶画面を使っての撮影時間
実撮影時間* 連続使用時間**

NP-55 約40分 約75分
NP-55H 約45分 約85分
NP-S55A 約60分 約1時間55分
NP-77H/77HD 約1時間40分 約3時間5分
NP-65/C65 約1時間5分 約2時間
NP-90/90D 約2時間 約3時間45分
NP-S88A 約2時間10分 約3時間55分
NP-S1 約2時間15分 約4時間10分

* 録画、スタンバイ、電源入／切、ズームなどを繰り返した
ときの撮影時間の目安。実際にはこれより短くなることが
ある。

** 常温で連続撮影したときの時間。
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準備 3 カセットを入れる

Mカセット入れを無理に下げな
いでください。
故障の原因になります。

Mカセット入れに指をはさまな
いようにご注意ください。
はさまれたときは、約2秒後
に自動的にカセット入れが開
きます。

M間違って消さないために
カセットの背にある誤消去防
止ツマミを横にずらして「赤」
にします。

1 取出しスイッチの青い
ボタンを押しながら、
矢印の方向へずらす。
カセット入れが自動的に上がって開
く。

2 カセットを入れる。
テープ窓を外側に、ツマミを上側にし
て入れる。

3  押 マークを押してカ
セット入れを閉める。
カセット入れが自動的に下がる。

取り出すとき
「カセットを入れる」と同じ様に
行い、手順2でカセットを取り
出す。

    録画できない
（誤消去防止状態）

録画できる

 押 マーク
取出しc
スイッチ

ツマミ

 テープ窓

本機はスタンダード8ミリh方式
で記録します。H（ハイエイ
ト）テープを使っても、8ミリh

テープを使っても、H方式で

なく、スタンダード8ミリh方式
で記録します。（40ページ）
8ミリhテープをおすすめしま
す。
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準備4 ファインダーを調節する
自分の視力に合わせて、ファイ
ンダー内の画像がはっきり見え
るように調節します。

ファインダーの画像がはっきり
見えないときや、はじめて撮影
するとき、撮影する人が変わっ
たときなど。

1「カメラ」にする。

2「スタンバイ」にする。

3 回す。
ファインダーの文
字がはっきり見え
るようにする。

レンズカバーが開く。押しながら

カメラ�

切�

ビデオ�



12

ピント合わせも自動で、簡単に
撮影が楽しめます。

Â テープの最初から撮影すると
きは

15秒ほど撮影してから、本番
の撮影をします。他の再生機
で再生する場合に始めが欠け
るのを防ぎます。

Â 3種類の撮影モードが選べま
す（20ページ）。

Â 1日1回、撮影のはじめの10秒
間に撮影日が自動的に記録さ
れます。（オートデート機能）
記録が終わると「AUTO
DATE」表示は消えます。
次のときはオートデート機能
が1日に2回以上働きます。
• 10秒以内に撮影を止めた
とき

• カセットを入れ換えたとき
• 日時を合わせ直したとき

Â タイトルを入れて撮影中はオー
トデート機能は働きません。

バッテリーなどの電源を付け、
カセットを入れておきます。
液晶画面の内側のスタート/ス
トップモードスイッチが「 」に
なっているか確認します。

1「カメラ」にする。緑のボタンを押しながらずらす。

2「スタンバイ」にする。

3押す。

レンズカバーが開く。

撮影する

ズームレバー

押しながら

カメラ�

切�

ビデオ�

撮影スタンバイ中

撮影中に
点灯する。

撮 影 中
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撮
る

Â きれいなつなぎ撮りのために
カセットを取り出さない限
り、電源を切っても、スタン
バイスイッチを「ロック」にし
ても、場面がきれいにつなが
ります。ただし、バッテリー
の交換は電源スイッチを「切」
にしてから行ってください。

Â 近くのものにピントがうまく
合わない場合、ズームボタン
をW側に動かして広角にしま
す。
ピントが合うのに必要な被写
体との距離は、W側では約
1cm以上、T側では約80cm
以上です。

画面が消える。

撮影中の表示
これらの表示はテープに記録されません。

撮影を一時止める
押す。

再び撮影するときは、もう1度押す。

撮影を止める
「ロック」にする。

ズームする
ズームレバーを回す。

少し回すとゆっくりズームし、さらに回すと
速くズームする。
ズームを多用すると見づらい作品になります。

撮影が終わったら
1 カセットを取り出す。
2 電源スイッチを「切」にする。
3 バッテリーをはずす。

Â テープカウンターについて
ファインダー内にテープ走行
時間が「0 (時):00 (分):00(秒)」
のように出ます。

Â テープカウンターを
「0:00:00」にするときはカウ
ンターリセットボタンを押し
ます。

被写体が大きくなる
テレフォト

（Telephoto：望遠）

被写体が小さくなる
ワイド

（Wide：広角）

テープカウンター

バッテリー残量表示
（41ページ）

録画／バッテリーランプ

W T
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撮影する （つづき）

Â 液晶画面を開いているときは
ファインダーには画像が映り
ません。
ただし対面撮影のときには
ファインダーに画像が映りま
す。（19ページ）

液晶画面を見ながら撮影する
液晶ロック解除ボタンを押しながら液晶画面
を開き、角度を調節する。

ローアングルで撮るときは、上面のスタート/ス
トップボタンやフロントズームボタンを使う
と便利です。
ただし、フロントズームボタンではズーム速
度は変えられません。

液晶画面を見せながら撮ることもできます
(対面撮影)。(19ページ)

液晶画面の明るさを調節する
明るさダイヤルを回して調節する。

液晶画面を閉じるとき
液晶画面をカチッというまで垂直にしてから
本体に戻す。

前方向に210°まで手前に90°まで回
転します。

Â 液晶画面は屋外では日差しの
加減で見えにくい場合があり
ます。
ビューファインダーでのご使
用をおすすめします。

Â 液晶画面について
液晶画面は非常に精密度の高い
技術で作られておりますが、黒
い点が現れたり、赤や青、緑の
点が消えないことがあります。
故障ではありません。
（有効画素99.99％以上）
これらの点は、テープに記録さ
れません。

明
る
さ
�

画面が明るくなる

画面が暗くなる

押しながら開く。

明るさ
ダイヤル

90 °まで開きます。

スタート/ストップボタン

フロント
ズームボタン

カチッ�

録画ランプ
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撮
る

撮影内容を確認する

Â 長い内容を確認したいとき
電源スイッチを「ビデオ」にし
て、液晶画面やファインダー
で再生画像が見られます。操
作は16ページ「再生する」の手
順2から5までと同じです。

Â 撮影後、カセットを取り出す
とエンドサーチの機能は働き
ません。

撮影した内容を液晶画面やファ
インダーで確認できます。撮り
直しの開始点を決めることもで
きます。

最後に撮った場面が気になるとき。
もう1度途中から撮り直すときな
ど。

最後の場面を確認する
―レックレビュー

 撮影スタンバイ中 に
ポンと1回押す。
最後に撮影した場面が数秒
間出て、撮影した最後の場
面で再び撮影スタンバイに
戻る。スピーカーまたはイ
ヤホンで音も確認できま
す。

正方向または逆方向に再生する
―エディットサーチ

 撮影スタンバイ中 に
押し続ける。

指を離したところが、次の
撮影開始点になる。音は出
ません。

最後に撮影した終わりの部分に戻る
―エンドサーチ

 撮影スタンバイ中 に
押す。

最後に撮影した終わりの
約5秒間が再生されて止まる。

正方向 逆方向

エディットサーチ�

エンドサーチ��

Â エンドサーチをしてからつな
ぎ撮りをすると
まれに場面がきれいにつなが
らないことがあります。

エディットサーチ�
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再生する

M外国製のビデオソフトについて
カラーテレビ方式が異なるた
め、本機で再生できないもの
があります。

Â 液晶画面のカウンターなどの
表示を消す
画面表示ボタンを押します。
出すときは、もう1度押しま
す。(画面表示機能）

Â 液晶画面を閉じると、スピー
カーから音が出ません。
液晶画面を外側に向けて閉じ
ているときは、音が出ます。

Â 液晶画面バックライトスイッ
チを「明るい」側にしたときの
バッテリーの使用時間は
液晶画面を使っての再生時間
より約1割程度短くなります。

撮ったその場で液晶画面で再生
して楽しめます。ファインダー
でも見られます。
テレビで見るときは18ページを
ご覧ください。 1液晶画面を開ける。

液晶画面を外側に向けて本体に閉じるこ
ともできます。

2「ビデオ」にする。

3カセットを入れる。
（10ページ）

4押す。
巻き戻しが始まる。

5押す。
画像が映る。

バッテリーの使用時間について
液晶画面を使っての再生時間

再生時間

NP-55 約1時間15分
NP-55H 約1時間25分
NP-S55A 約1時間50分
NP-77H/77HD 約3時間
NP-65/C65 約1時間55分
NP-90/90D 約3時間45分
NP-S88A 約3時間50分
NP-S1 約4時間

Â 液晶画面が見にくいとき
液晶画面の角度を調節しま
す。

30 °まで調節できます。

Â リモコンでも
操作できます。

画面表示
ボタン

スピーカー

180 °回転させる 閉じる

押しながら

停 止�

再生�

早送り�巻戻し�

一時停止�

カメラ�

切�

ビデオ�
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見
る

Â 一時停止（静止画）について

5分以上続くと自動的に停止
状態になります。再生すると
きは、もう1度再生ボタンを
押します。

Â 音量を調節する
音量調節ダイヤルを回して調
節します。イヤホンの音量も
調節できます。

Â エンドサーチとは？
本機では、撮影後にカセットを
取り出すまで、最後に撮影を終
えたテープの位置を記憶して
います。エンドサーチは、この
位置を探す機能です。
カセットを取り出すと位置の
記憶が消えるので、エンドサー
チが働きません。

操作

p停止ボタンを押す。

P一時停止ボタンを押す。
ふつうの再生に戻すときは、もう1度押
すか、(再生ボタンを押す。

p停止ボタンを押し、0巻戻しボタン
を押す。

p停止ボタンを押し、)早送りボタン
を押す。

)早送りボタンまたは0巻戻しボタ
ンを押し続ける。
離すと、ふつうの再生に戻る。

)早送りボタンまたは0巻戻しボタ
ンを押し続ける。
離すと、早送りまたは巻き戻しに戻る。

エンドサーチボタンを押す。
撮影後、カセットを取り出していない
ときに限り、エンドサーチが働く。
最後に撮影した終わりの約5秒間を再生
して止まる。
再び撮影するときにつなげて撮るのに
便利です。電源スイッチが「カメラ」の
ときにも使えます。

いろいろな再生
こんなとき

止める

静止画を見る（スチル）

巻き戻す

早送りする

画像を見ながら見たい場
面を探す
ーピクチャーサーチ
（音声は出ません。）

早送り・巻き戻し中に画
像を見る
ー高速アクセス（音声は出
ません。）

撮影した最後の部分を探
す
ーエンドサーチ

いつ

再生中

再生中

再生中

再生中

再生中

早送り中
または
巻き戻し中

停止中
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撮影したテープなどをテレビで見
るために、本機を付属のAV接続
ケーブルでテレビにつなぎます。
電源は別売りのACパワーアダプ

テレビで見る

Â テレビがステレオの場合

AV接続ケーブル（付属）の黒い
プラグを音声入力左（白い端
子）だけにつなぎます。

Â テレビ画面にはカウンターな
どの表示は出ません。

Â すでにテレビにビデオがつな
がっているとき
本機をビデオの外部入力端子
につなぎます。ビデオの入力
切り換えスイッチは「外部入力

(ライン)」にしてください。

Â 映像／音声入力端子のないテ
レビにつなぐとき
別売りのRFUアダプターをお
使いください。

ターを使って、コンセントからとること
をおすすめします（27ページ）。
接続する機器の取扱説明書もあわせてご
覧ください。

映像端子へ

AV接続ケーブル
    （付属）

映像入力へ

音声入力へ

テレビ

: 信号の流れ

音声端子へ

テレビ／ビデオ切り
換えスイッチを
「ビデオ」にする。

ジャックカバーを開ける。
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液晶画面を被写体の方向に回転
させると、相手に自分が撮られ
ている映像を見せながらビュー

Â 対面撮影時は、以下の機能は
働きません。
• カウンターリセットボタン
• タイトルボタン
• 日付(+)ボタン
• 時刻(送り)ボタン

液晶画面を被写体の方向に180°回転させた状
態で撮影すると、液晶画面に映し出される映
像は、鏡のように左右が反転します。記録さ
れる映像は実際の被写体と同じになります。

Â 対面撮影中の液晶画面の表示 Â オートデート機能が働いて日
付が入るときは数字が左右反
転します。
記録は正しくされています。
対面撮影時は手動で日時を記
録できません。

撮影スタンバイ中は
rP、撮影中はrが出ます。

液晶画面を見せながら撮る－対面撮影

記録される映像液晶画面に映る映像

ファインダーをのぞいて撮影できます。
液晶画面を見ながら自分自身を撮ること
もできます。

1 撮影スタンバイの状態にする。
（12ページ手順2までの状態)

2 液晶ロック解除ボタンを押しなが

ら液晶画面を開く。

3 液晶画面を180°回転させる。
対面撮影モード表示 が出る。

4 撮影する。
(12ページ手順3）

対面撮影モード表示

液晶ロック解除ボタン
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撮影モードを選ぶ
本機では通常の撮影モード以外
に、2種類の撮影モードがありま
す。

スタート/ストップ
モードスイッチ

RECrrrrr

REC   r

.
1秒たつと、rが
1つずつ消える。

「5秒」を選んだときの表示

同じ場面が長すぎる退屈なビデ
オになるのを防ぎたいときなど。

1 スタート/ストップモードスイッチ
を希望の位置にする。

2 スタンバイスイッチを「スタンバ

イ」にする。

3 スタート/ストップボタンを押す。
「5秒」を選んだときは、約5秒後に自動
的に撮影が止まる。
「 」を選んだときは、ボタンから指
を離すと撮影が止まる。

スタート/ストップ
ボタン

スタンバイスイッチ

スタートストップモードの位置により、3つの撮
影モードを選べます。

5秒�

スタート/ストップモード� :スタート/ストップボタンを押すと撮影が始
まり、再び押すと止まります（お買い上げ時
の設定）。

:スタート/ストップボタンを押している間だ
け撮影します。ボタンから指を離すと撮影
が止まります。

 5秒 :スタート/ストップボタンを押すと約5秒間
撮影して止まります。

Â「5秒」を選んだときの撮影時
間を延長するには

rがすべて消えてしまわない
うちにもう1度スタート／ス
トップボタンを押します。押
したときから、また約5秒間
撮影されます。

Â 液晶画面に表示が出ないとき
は
画面表示機能が解除されてい
ます。画面表示ボタンを押す
と表示が出ます。
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逆光のときは背景が明るすぎて
被写体が暗めになるので、明る
さを補正して撮ります。

逆光で撮影するときはもちろん、スキー場
や真夏の海岸など光量が多すぎて光が反射
する場合にも、被写体が黒っぽく映るのを
防いで見やすい画面を作ります。
画面の中に強い光を発するものがあるとき

逆光を補正する

Â 逆光補正のしくみ
本機は画面全体で明るさをい
つも一定の量に保つ働きがあ
ります。逆光で撮影するとき
にもこの一定の「量」を保とう
として、被写体が暗めになり
ます。逆光補正ボタンを押す
と、この「量」が多くなり被写
体を明るめに自動調節します。

逆光補正表示

c
/

被写体の背後に光源があり、被
写体が暗く映るときなど。

も同じです。また、白い服を着た人物が白
い壁の前にいるときにも顔が黒っぽく映る
ので、逆光補正して表情をはっきりとらえ
て撮影します。

撮影スタンバイ中 または  撮影中 に
逆光補正ボタンを押す。

逆光補正表示cが出る。被写体の明る
さが補正される。

逆光補正を解除するとき
逆光補正ボタンをもう1度押して、逆光
補正表示cを消す。

逆光補正ボタン
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目的に合わせて撮る－プログラムAE

Â スポーツモードは
アイリスを開き、シャッター
スピードを1/60から1/500の
間にすることで、動体解像度
を上げています。

Â 高速シャッタースピードモー
ドは
シャッタースピードを1/4000
に固定します（通常は1/60）。
ノイズやブレのない静止画で
再生するには、クリーンスチ
ルが可能な8ミリビデオデッキ
が必要です。

Â 夜景モードは
シャッタースピードを1/60に
固定し、さらにノイズの浮き
上がりをおさえるためゲイン
を調節しています。

Â プログラムAEを使わないとき
は
シャッタースピードは1/60に
なっています。

高速シャッタース
ピードモード

ゴルフスイングなど
の速い動きをくっき

り撮れるので、スイング
チェックなどに便利です。
高速シャッターのため、鮮
明な撮影には強く明るい光
源が必要です。

撮影スタンバイ中  に
プログラムAEダイヤルを回して希望の
プログラムAEモードを$マークに合わ

せる。

自動調節に戻すとき
プログラムAEダイヤルを回して「オー
ト」に合わせる。

被写体や撮影状況により適した
調節を自動的に行います。

動きの速いものや夜景を撮るとき
など。

スポーツモード

運動会やテニス、ス
キーなどの動きの速

い被写体のブレをおさえた
撮影ができます。電車から
外の風景を撮るときや、パ
ンニングなどにも適してい
ます。

夜景モード

夜景や花火、ネオン
サインなど暗い場所

で明るい被写体を撮るとき
に、色とびをおさえます。
ある程度暗い場所での撮影
に効果があります。

オー
ト

プログラム�

AE

プログラムAEダイヤル



23

使
い
こ
な
す
　
　

タイトルを入れる

HELLO!

タイトルボタン

撮影中にタイトルを入れること
ができます。10種類のタイトル
から、内容にあったものを選び
ます。

撮影の始めから入れるとき

1 撮影スタンバイ中 に
タイトルボタンを繰り返し押して、

出したいタイトルを表示させる。

2 撮影を始める。

3 タイトルを消したいところでタイ

トルボタンを押す。

撮影の途中でタイトルを入れるとき

1 撮影スタンバイ中 に
タイトルボタンを繰り返し押して、

出したいタイトルを表示させる。

2 タイトルが点滅から点灯に変わっ

たら、タイトルボタンを押してタ

イトルを消す。

3 撮影を始める。

4 タイトルを入れたいところでタイ

トルボタンを押す。

5 タイトルを消したいところでタイ

トルボタンを押す。

Â 次のタイトルが順に出ます。

HELLO！
BIRTHDAY FUN
MERRY XMAS!
OUR HOLIDAY
HOW PRETTY!
THE WEDDING
VACATION

Mタイトルと日付・時刻は同時に
は記録できません。

NO.1
GREAT!
THE END

Â 録画中はタイトルを選べませ
ん。
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撮影中に日時を記録する

M「AUTO DATE」表示が出てい
る間は、日付・時刻ボタンは働
きません。

M日付と時刻は同時には記録で
きません。

Â 日付・時刻を合わせ直すには
日時を合わせ直したいとき
は、「日付・時刻を合わせ直
す」（29ページ）をご覧くださ
い。

子供の成長記録や旅行先での撮
影など、撮影日時を記録してお
きたいとき。

オートデート機能では、1日1回、撮影の
はじめに日付が自動的に記録されます。
自分で日時を記録するときは、シーンや
日時の変わりめの10秒間だけ黒画面を背
景に記録して、実際の撮影時には消して

おくことをおすすめします。撮影中ずっ
と日時を入れたままにすると、再生した
ときに気になったり、編集でカットを入
れ換えたときに表示の日時が前後してし
まいます。

b b
10:30:00 AM’96  7  4

オートデート機能(12ページ)の
他に、撮影中好きなところで日
付や時刻を白い文字で記録でき
ます。

日付を入れるとき

撮影スタンバイ中  に
日付（＋）ボタンを押して日付表示

を出す。
消すときは、日付（＋）ボタンをもう1度
押す。

時刻を入れるとき

撮影スタンバイ中  に
時刻（送り）ボタンを押して時刻表

示を出す。
消すときは、時刻（送り）ボタンをもう1
度押す。

日付（+）ボタン 時刻（送り）ボタン
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他のビデオへ録画する

ビデオ

テレビ

録画側

映像端子へ

音声端子へ

再生側

: 信号の流れ

映像入力へ

音声入力へ
AV接続ケーブル
（付属）

テレビ／ビデオ切り換えスイッ
チを「ビデオ」にする。

入力切り換えスイッチを
「外部入力（ライン）」にする。

本機を再生機、他のビデオを録
画機として使い、ダビング・編
集ができます。

本機に撮影済みのカセットを、
他のビデオに録画用のカセット
を入れておきます。

1 本機の電源スイッチを「ビデオ」にす

る。

2 本機のカセットを再生し、他のビデ

オに録画したい場面でP一時停止ボ

タンを押す。

3 録画機を録画一時停止にする。
r録画ボタンを押し、すぐにP一時停
止ボタンを押す。

4 本機と録画機のP一時停止ボタンを

同時に押す。

Â 相手側のビデオは、h・H

方式だけでなく、j・

k・K・l方式のどの
ビデオでも使えます。

˚

Â 本機を録画機として使い、他
のビデオやテレビの画像を録
画することはできません。

Â ビデオ音声入力がステレオの
場合

AV接続ケーブル（付属）の黒い
プラグを音声入力左（白い端
子）だけにつなぎます。
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設定を変える
リモコンを使わない、おしらせブ
ザーがならない、液晶画面を見や
すくするなどの設定ができます。

リモコンスイッチについて

「入」にすると
付属のリモコンが働く。通常は「入」に
する。

「切」にすると
リモコンが働かない。他機のリモコン
によって誤動作をするときなどに「切」
にする。

おしらせブザースイッチについて

「入」にすると
撮影スタート／ストップ時や誤った操
作をしたときにブザー音が鳴る。通常
は「入」にする。

「切」にすると
ブザー音が鳴らない。

液晶画面バックライトスイッチについて

「明るい」にすると
液晶画面が明るくなる。屋外などの明
るい場所では「明るい」にすると見やす
くなる。

通常は「ノーマル」にする

液晶画面バックライト
スイッチ

リモコンスイッチ おしらせブザースイッチ
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Â 自動車の電源で使うとき
別売りのDCパックDC-S10
などを使って、自動車のシガ
レットライターソケットから
電源をとります。

バッテリー以外の電源で使う
テープを再生するときや長時間
本機を使用するときなどは、コ
ンセントからの電源を使うと
バッテリー切れの心配がなく便
利です。

バッテリーの他に、家庭用のコン
セントや自動車からの電源を使う
ことができます。

コンセントにつないで使う

屋内の電源コンセントから電源をとります。
ACパワーアダプターAC-S15を例に説明し
ます。

1 ACアダプターをコンセントにつな
ぐ。

2 バッテリーと同様に、本機に装着

する。

取りはずすとき
バッテリー取りはずしつまみを右にず
らしながら、バッテリーと同様にはず
す。

ACパワーアダプター
AC-S15

バッテリー
取りはずし
つまみ



28

電源スイッチを「カメラ」にする
と約5秒間ファインダー内でボタ
ン型リチウム電池消耗表示 I が
点滅するとき。
市販のボタン型リチウム電池

CR2025 を用意します。

ボタン型リチウム電池を交換する
ボタン型リチウム電池は‘と’の
向きを正しく入れてください。ボ
タン型リチウム電池が必要なの
は、合わせた日付・時刻などを電
源の入／切に関係なく保持するた
めです。電源を取り付けて交換し
てください。

• 接触不良を防ぐため、使用す
る前に電池を乾いた布でよ
くふいてください。

• 分解や加熱をしたり、ショー
トさせたり、火の中に入れた
りしないでください。破裂す
るなどの危険があります。ま
た、捨てるときは燃えないゴ
ミとして適宜、処理してくだ
さい。

‘（プラス）面 ’（マイナス）面

Mボタン型リチウム電池について
• ボタン型のリチウム電池を
誤って飲み込むことのない
よう、本機および電池は特に
幼児の手の届かないところ
に置いてください。

• 万一電池を飲み込んだ場合
には、直ちに医師と相談して
ください。

Â お買い上げ時に装着済みのボ
タン型リチウム電池は1年も
たないことがあります。

1 ボタン型リチウム電池ぶたを開け

る。
　

2 ボタン型リチウム電池を押しなが

ら、引き上げる。

3 新しいボタン型リチウム電池

CR2025 を‘ (プラス)面が見える
ようにはめ込む。

4 ボタン型リチウム電池ぶたを閉め

る。

ボタン型リチウム
電池入れ
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電源を取り付けずにボタン型リ
チウム電池を交換したときや、
日付・時刻に誤差が生じたとき
など。

お買い上げ時には、あらかじめ日
付・時刻は設定されています。
リチウム電池の交換は、電源を取
り付けたまま行えば、日付、時刻
を合わせ直す必要はありません。

日付・時刻を合わせ直す

例：1996 年7月4日午前10:30に合わせる。
年→月→日→時→分の順で合わせます。

1 撮影スタンバイ中 に
日付（＋）ボタンと時刻（送り）ボタン

を年の表示が点滅するまで、同時に

押す。

2「年」を合わせる。
日付（＋）ボタンを押して「年」を合わ
せ、時刻（送り）ボタンを押す。日付
（＋）ボタンを押すごとに1年ずつ進む。
1996 年に合わせるときは、時刻(送り)
ボタンだけを押す。

3「月」を合わせる。
日付（＋）ボタンを押して「月」を合わ
せ、時刻（送り）ボタンを押す。日付
（＋）ボタンを押すごとに1月ずつ進む。

次のページへつづく

日付(＋)ボタン 時刻(送り)ボタン
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Â 真夜中は12:00:00AM、正午
は12:00:00PMと表示されま
す。

Â 年表示は次のように変わりま
す。

日付・時刻を合わせ直す （つづき）

4 手順2、3と同様に、「日」、「時」
を合わせる。

5「分」と「秒」を合わせる。
「分」を合わせて、時報と同時に時刻（送
り）ボタンを押す。
時計が動き始める。

日付・時刻を確認する
日付ボタンを押せば日付が、時刻ボタ
ンを押せば時刻がファインダーまたは
液晶画面に出る。もう1度押すと消え
る。
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結露について
結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場所へ
持ち込んだときなどに、本機の心臓部であるヘッ
ドやテープ、レンズに水滴が付くことです。テー
プがヘッドに貼り付いて、ヘッドやテープを傷め
たり、故障の原因になります。結露が起こると、
ファインダーや液晶画面に警告表示が点滅しま
す。ただし、レンズの結露では表示は出ません。

結露が起きたときは
カセットは直ちに取り出してください。警告表示
が出ている間は、カセット取出しボタン以外は働
きません。
電源を切ってカセット入れを開けたまま、結露が
なくなるまで（約1時間）放置してください。電源を
入れても警告表示が出なければ使用できます。

ヘッドをきれいにする
ビデオヘッドが汚れると、正常に録画できなかっ
たり、ノイズの多い再生画像になったりします。次
のような症状になったときは、別売りの乾式ク
リーニングカセットV8-25CLHやV8-6CLHSP
を使ってヘッドをきれいにしておきましょう。

• ファインダーまたは液晶画面にvが点滅する。
• 再生画面がザラついている。
• 再生画面が不鮮明。
• 再生画像が出ない。

お手入れについて

Â ヘッドは長時間使用すると摩
耗します。
クリーニングカセットを使っ
ても鮮明な画像に戻らないと
きは、ヘッドの摩耗が考えら
れます。このときは、ヘッド
の交換が必要です。お買い上
げ店またはソニーのサービス
窓口にご相談ください。

Â 結露は次のように、温度差の
ある場所へ移動したり、湿度
の高い場所で起こります。
• スキー場のゲレンデから暖
房の効いた場所へ持ち込ん
だとき

• 冷房の効いた部屋や車内から
暑い屋外へ持ち出したとき

• スコールや夏の夕立のあと
• 温泉など高温多湿の場所

Â 結露を起こりにくくするため
に
本機を温度差の激しい場所へ
持ち込むときは、ビニール袋
に空気が入らないように入れ
て密封します。約1時間放置
し、移動先の温度になじんで
から取り出します。

末期

ビデオヘッドが汚れているときの画像

初期
このような画像になったら、クリーニングカ
セットをお使いください。

テープが入ってい
るとき

テープが入ってい
ないとき

液晶画面をきれいにする
液晶画面に指紋やゴミがついて汚れたときは、別
売りの液晶クリーニングキットを使ってきれいに
することをおすすめします。

ビューファインダーをきれいにする

1 1ネジをはずす。2つまみをずら

しながら、3接眼部を回してはず

す。

2 カメラ用のブロワーブラシなど

で、ゴミを取り除く。
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故障かな?と思ったら
修理にお出しになる前に、もう1度点検
してみましょう。それでも正常に動作
しないときは、お買い上げ店、ソニー
のサービス窓口、またはお客様ご相談

こんなときは

スタート／ストップボタ
ンを押してもテープが走
行しない。

すぐに撮影が止まる。

電源が途中で切れる。

ビューファインダーの画
像がはっきりしない。

日付または時刻表示が
「－－:－－」になる。

テープ走行ボタンが働か
ない。

画像がぼやけたり、映ら
なかったりする。

音声が小さい。
または聞こえない。

これが原因です。

•電源スイッチが「カメラ」になっ
ていない。

•テープが終わりになっている。

•カセットが誤消去防止状態に
なっている。

•テープがヘッドドラムに貼りつ
いている（結露）。

スタート/ストップモードスイッ
チが「 」または「5秒」になってい
る。

撮影スタンバイ状態が5分以上続
いたとき、バッテリーの消耗を防
ぎ、テープを保護するために自動
的に電源が切れます。

視度調節が正しくない。

ー
•ボタン型リチウム電池が消耗し
ている。

•電源スイッチが「ビデオ」になっ
ていない。

•テープが終わりになっている。

•テレビのビデオ用チャンネル
が正しく調整されていない。

•ビデオヘッドが汚れている。

•音量が小さくなっている。

•液晶画面を閉じている。

参照
ページ

12

10•17

10

31

20

12

11

29
28

16

17
―

31

17

16

センターにお問い合わせください。
液晶画面やビュ－ファインダーに見慣
れない表示が出たときは、41ページを
ご覧ください。

次のことを点検してください。

•「カメラ」にする。

•巻き戻すか、新しいテープ
を入れる。

•そのテープで撮るなら赤い
ツマミを元に戻す。または
新しいテープを入れる。

•カセットを取り出して、カ
セット入れを開けたまま約
1時間してからもう1度入れ
直す。

スタート/ストップボタンを押
すごとに撮影を始める/止める
ようにするときは、「 」に
する。

スタンバイスイッチを一度
「ロック」に戻してから、再び
「スタンバイ」にする。

視度調節リングを回し、調節
する。

•日付・時刻を合わせ直す。
•新しいボタン型リチウム電
池と交換する。

•「ビデオ」にする。

•テープを巻き戻す。

•調節し直す。

•別売りのクリーニングカ
セットできれいにする。

•音量調節ダイヤルで調節す
る。

•液晶画面を閉じているとス
ピーカーから音が出ませ
ん。

再
生
中

撮
影
中
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これが原因です。

•バッテリーが消耗している／
入っていない／消耗が近い。

• ACパワーアダプターのプラグが
コンセントからはずれている。

•バッテリーがしっかり取り付け
られていない。

•温度が極端に低いところで撮っ
ている。

•充電が不充分。
•バッテリーそのものの寿命。

•電源(バッテリーやACパワーア
ダプター)がはずれている。

•バッテリーが消耗している。

•結露している。

•その他の異常。
背景とのコントラストが強い被写
体の場合に出る現象で、故障では
ない。

スミア現象といい、故障ではな
い。

•リモコンスイッチを「切」にして
いる。

•リモコンと本体のリモコン受光
部の間に障害物がある。

•リモコンの乾電池の‘極と’極
が、正しく入っていない。

•乾電池そのものの寿命。
―

参照
ページ

8

27

9

―

8
―

9•27

8

31

41

―

―

26

―

38

38
31

こんなときは

電源スイッチをビデオ／
カメラにしても動作しな
い。

バッテリーの消耗が早
い。

カセットが取り出せな
い。

{や6が点滅し、カセッ
ト取出しボタン以外働か
ない。

ろうそくの火やライトな
どを暗い背景の中で撮る
と、縦に帯状の線が出る。

明るい被写体を写すと、
縦に尾を引いたような画
像になる。

付属のリモコンが
働かない。

ファインダー内にゴミが
入っている。

次のことを点検してください。

•充電されたバッテリーを取
り付ける。

•コンセントに差し込む。

•バッテリーの下を奥まで押
し、しっかり取り付ける。

―

•充分に充電する。
•新しいバッテリーに交換す
る。

•電源をしっかり接続する。

•充電されたバッテリーを取
り付ける。

•カセットを取り出して、カ
セット入れを開けたまま約
1時間してからもう1度入れ
直す。

―

―

•「入」にする。

•障害物を取り除く。

•‘極と’極を正しく入れ
る。

•新しい乾電池に交換する。
接眼部をはずして掃除する。

撮
影
中
・
再
生
中

そ
の
他
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保証書とアフターサービス
必ずお読みください
録画内容の補償はできません
万一、ビデオカメラレコーダーやテープなどの
不具合により録画や再生されなかった場合、記
録内容の補償については、ご容赦ください。
保証書は国内に限られています
このビデオカメラレコーダーは国内仕様です。
外国で万一、故障、不具合が生じた場合の現地
でのアフターサービスおよびその費用について
は、ご容赦ください。

保証書
この製品には保証書が添付されていますので、お
買い上げの際お受け取りください。
所定事項の記入および記載内容をお確かめの上、
大切に保存してください。

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

海外で使うとき
本機は外国でもお使いになれます
別売りのACパワーアダプターAC-S15は、
AC100V ～240V・50/60Hzの広範囲な電源で
お使いいただけます。
また、バッテリーパックも充電できます。ただ
し、電源コンセントの形状が異なる国では、電
源コンセントにあった変換プラグアダプターを
あらかじめ旅行代理店でおたずねの上、ご用意

ください。
テレビなどで再生画像を見るには、日本と同じ
カラーテレビ方式（NTSC）で、映像／音声入力
端子付きのテレビ（またはモニター）および接続
ケーブルが必要です。

海外のコンセントの種類

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
“故障かな？と思ったら”の項を参考にして故障
かどうかお調べください。
それでも具合の悪いときはサービスへ
お買い上げ店、または添付の“ソニーご相談窓口
のご案内”にあるお近くのソニーサービス窓口に
ご相談ください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただ
きます。詳しくは保証書をご覧ください。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望
により有料修理させていただきます。
部品の保有期間について
当社はビデオカメラレコーダーの補修用性能部
品（製品の機能を維持するために必要な部品）を
製造打ち切り後最低8年間保有しています。この
部品保有期間が経過した後も、故障箇所によっ
ては修理可能の場合がありますので、お買い上
げ店か、サービス窓口にご相談ください。

壁のコンセン
トの形状例

使用する変換
アダプター

日本と同じカラーテレビ方式(NTSC)を採用している国
または地域（五十音順）

不要です。ACパ
ワーアダプター
のプラグを直接
差し込みます。
主に北米、南米
などの場合。

主にヨーロッパ
などで使います。

・アメリカ合衆国
・エクアドル
・エルサルバドル
・カナダ
・キューバ
・グアテマラ
・グアム
・コスタリカ
・コロンビア
・スリナム
・セントルシア
・大韓民国

・台湾
・チリ
・ドミニカ
・トリニダード
　トバゴ
・ニカラグア
・ハイチ
・パナマ
・バミューダ
・バルバドス
・フィリピン
・プエルトリコ

・ベネズエラ
・ペルー
・米領サモア
・ボリビア
・ホンジュラス
・ミクロネシア
・ミャンマー
・メキシコ
（NHK文研月報に
よる）
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主な仕様

システム
録画方式 回転2ヘッドヘリカルスキャン

カラーアンダー　FM方式
録音方式 回転ヘッドFM方式
映像信号 NTSCカラー、EIA標準方式
使用可能カセット 8ミリビデオ方式のビデオカ

セットテープ
録画/再生時間 SPモード：2時間

LPモード：4時間（再生のみ）（P6-
120 使用時）

早送り、巻き戻し時間 約5分（P6-120使用時）
映像素子 CCD固体映像素子
ビューファインダー 電子ビューファインダー（白黒）
レンズ 12倍ズームレンズ

f=5.4～64.8mm (35mmカメラ
換算では39～468mm)　F1.8～
2.7
フィルター径37mm

色温度切り換え 自動追尾
最低被写体照度 3ルクス(F1.8)
被写体照度範囲 3～100,000ルクス
推奨被写体照度 100 ルクス以上

入・出力端子
映像出力端子 ピンジャック

75Ω不均衡
音声出力端子 ピンジャック

327mV（実効値）,
（47 kΩ負荷時）インピーダンス
2.2 kΩ以下

RFU DC出力端子 特殊ミニジャック
DC5V

イヤホン端子 ミニジャック
（Ø3.5）

LANC端子 ステレオミニミニジャック
（Ø2.5）

マイク入力端子 ミニジャック
0.388mV（実効値）、低イン
ピーダンスマイク用
DC2.5～3.5V、出力インピー
ダンス6.8kΩ（Ø3.5）

液晶画面
画面サイズ 2.5型
有効画面領域 50.3 × 37.4mm

（幅 × 高さ）
使用液晶パネル TFT（薄膜トランジスタアクティブ

マトリクス）駆動
総ドット数 61,380 ドット

（横279 × 縦220）

電源部、その他
電源電圧 バッテリーパック：6.0V

ACパワーアダプター：7.5V
消費電力 液晶画面を使ってのカメラ録画

時：4.7W
ビューファインダーを使ってのカ
メラ録画時：3.6W

動作温度 0 ˚C ～+40˚C
保存温度 –20 ˚C ～+60˚C
最大外形寸法 113 × 106 × 210mm

（幅×高さ×奥行き）
本体質量 約850g
撮影時総質量* バッテリーNP-65使用時：約1.1kg

バッテリーNP-S1使用時：約1.3kg
*バッテリー、ボタン型リチウム電
池CR2025、テープP6-120、ショ
ルダーベルト含む。

内蔵マイクロホン モノラル
内蔵スピーカー ダイナミックスピーカー
付属品 ワイヤレスリモコン（1）

単3形乾電池（リモコン用）（2）
AV接続ケーブル（1）
ボタン型リチウム電池CR2025
（本体に装着済み）（1）
撮り方ビデオ（1）
取扱説明書（1）
安全のために（1）
ソニーご相談窓口のご案内（1）
保証書（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること
がありますが、ご了承ください。
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各部のなまえ使いかたの説明は、（　）内のページにあります。

本体

取り付けかた

LANCl端子
(ミニミニジャック)

イヤホン端子
(ミニジャック)
液晶ロック解除ボタン(3ページ)

音量調節ダイヤル(17ページ)
明るさダイヤル(14ページ)

スピーカー

リモコンスイッチ
(26ページ)
おしらせブザー
スイッチ
(26ページ)
液晶画面バックライト
スイッチ
(26ページ)
スタート/ストップ
モードスイッチ
(20ページ)

液晶画面(14ページ)

Â l(ランク)マークについて
lは、LANC端子のマークで
す。LANC端子とは、ビデオ機
器と周辺機器を接続し、テープ
走行などをコントロールでき
るようにした端子です。

スタート/ストップ
ボタン(14ページ) アイカップ(4ページ)

スタート/ストップ
ボタン(12ページ)

ショルダーベルト
取り付け部

スタンバイスイッチ
(12ページ)

日付(+)ボタン(24、29ページ)

ボタン型リチウム電池入れ
(28ページ)

タイトルボタン
(23ページ)

カウンターリセットボタン(13ページ)

エンドサーチボタン(15ページ)

録画ランプ(14ページ)

画面表示ボタン(16ページ)

バッテリー
取りはずしボタン
(9ページ)

時刻（送り）ボタン
(24、29ページ)
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停 止� 巻戻し� 再生� 早送り�一時停止�

Â 別売りの外部マイクを使う場合
マイク（プラグインパワー）端
子はプラグインパワー方式の
外部マイク用電源端子とマイ
ク入力端子が兼用になった端
子です。2ピンプラグのマイ
クの場合は、RFU DC出力端
子を外部マイク用電源端子と
してお使いください。

テープ走行ボタン
(17ページ)

録画/バッテリーランプ
(12ページ)

フロントズームボタン
(14ページ)

逆光補正ボタン
(21ページ)

リモコン受光部
(38ページ)

ズームレバー
(13ページ)
視度調節リング
(11ページ)

プログラムAE
ダイヤル
(22ページ)

内蔵マイク

三脚用ネジ穴(底面)

エディットサーチボタン
(15ページ)

カセット取出し
スイッチ(10ページ)

カセット入れ(10ページ)

ビューファインダー
取りはずしつまみ
(31ページ)

グリップカバー ジャックカバー

マイク
(プラグインパワー)
端子
(ミニジャック)

映像端子/音声端子
(ピンジャック)
(18、25ページ)

RFU DC出力端子
(特殊ミニジャック)
(18ページ)

電源スイッチ
(12、16ページ)

レンズカバー
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ワイヤレスリモコン

M乾電池について
乾電池の使いかたを誤ると、液も
れや破裂のおそれがあります。次
のことは必ずお守りください。
• ‘と’の向きを正しく入れて
ください。

• 新しい乾電池と使用した乾電
池、または種類の違う乾電池を
混ぜて使用しないでください。

• 乾電池は充電できません。

い。リモコン操作ができない
ことがあります。

• 付属のリモコンで本機を操作
したときに、他のビデオデッ
キが誤動作することがありま
す。その場合、ビデオデッキの
リモコンモードスイッチを

VTR2以外のモードに切り換
えるか、黒い紙でリモコン受
光部をふさいでください。

操作範囲は室内
で使用したとき
の値です。

リモコンの操作範囲

乾電池ぶた(裏面)

スタート／ストップボタン
(12ページ)
撮影スタンバイまたは撮影
中に使います。

ズームボタン(13ページ)

テープ走行ボタン
(17ページ)

各部のなまえ（つづき）

電池の入れかた

1 押しながらずらす。 2 入れる。 3 元に戻す。

• 長い間乾電池を使わないとき
は、取り出しておいてください。
液もれがおこったときは、電池
入れについた液をよくふき取っ
てから新しい乾電池を入れてく
ださい。

Â リモコンについて
• 本体のリモコン受光部に直射
日光や照明器具の強い光があ
たらないようにご注意くださ

リモコン発光部

5m
15°�

15°�

30°�

15°�
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REC

液晶画面とビューファインダーの表示

Â このマークは、ソニーのビデ
オ機器関連商品の純正マーク
です。

ソニーのビデオ機
器をお求めの際は、
同じマークもしく

はソニーのロゴマークがつい
ているビデオ機器関連商品を
おすすめします。

テープカウンター
(13ページ)

撮影スタンバイ・
撮影中表示(12ページ)

対面撮影表示(19ページ)
対面撮影時は
警告表示が左右逆になります。
録画時の表示はr(録画)とrP

(スタンバイ)になります。

バッテリー残量表示
(41ページ)

警告表示
(41ページ)

録画／バッテリーランプ
（ビューファインダー内）
(12、13ページ)

日付、時刻表示また
はタイトル
(23、24ページ)

オートデート表示
(12ページ)

逆光補正表示
(21ページ)

ボタン型リチウム電池表示
(41ページ)
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アルファベット順

ハイエイト

H方式…10ページ
スタンダード8ミリ方式をもとに、さらに高画
質、高解像度を追求するために開発されたビデオ
方式。Hi8方式で録画されたテープはHi8方式対
応でないビデオ機器では正常に再生できない。
本機はHi8方式対応ではありません。

エヌティエスシー

NTSC方式…34ページ
日本やアメリカなどで使われているカラーテレビ
方式。NTSC方式で記録されたテープは、ヨー

パル セカム
ロッパなどで使われているPALやSECAM方式
のビデオでは再生できない。
海外で本機を使うときは、ご注意ください。

アールエフユー

RFUアダプター…18ページ
ビデオの映像・音声信号をテレビ電波と同じ信号
に変化して、テレビの1または2チャンネル（国
内仕様の場合）で再生できるようにするもの。

用語解説

五十音順

サ行
撮影スタンバイ…12ページ
「撮影を待機する・準備する」という意味。撮影
一時停止で次の撮影を待機している状態。

視度調節…11ページ
ビューファインダー内の接眼レンズの位置を動か
し、撮る人の視力に合わせて、ビューファイン
ダーの画像がはっきり見えるように調節するこ
と。

ナ行
ノイズ…17ページ
静止画やピクチャーサーチの画像などに出る、横
すじ状の線や画像の乱れ。

ハ行 エーイー

プログラムAE…22ページ
被写体や撮影状況に、より適した撮影を可能にす
る機能。本機では3種類のプログラムAEモードか
ら選べる。

ヘッド…31ページ
映像や音声信号をテープに記録したり、テープに
記録されている信号を読み取ったりする本機の心
臓部分。使っているうちに汚れて、きれいに再生
できなくなったときは、クリーニングカセットを
使ってきれいにする。

ラ行
リモコンモード…38ページ
リモコン信号の種類。ソニー製ビデオ機器間での
リモコンによる誤動作を防ぐために、VTR1・
VTR2・VTR3の3種類がある。本機はVTR2。編
集時は、他のソニー製ビデオデッキをVTR2以外
に切り換えるか、黒い紙でリモコン受光部をふさ
ぐ。
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警告表示
液晶画面、またはビューファイン
ダーには、次のような表示が出ま
す。詳しい説明は、（　）内のペー
ジにあります。

液晶画面、またはビューファインダーに
出る表示は、実際には白色です。 は
おしらせブザー音の鳴るものです。

遅い点滅
録画／バッテリーランプ
（ビューファインダー内）

バッテリー
残量表示

バッテリーが完全に消耗すると点滅が速くなる。

カセット誤消去防止（10ページ）

カセットの誤消去防止ツマミを確認する。

ヘッド汚れ（31ページ）

クリーニングカセットできれいにする。

結露（31ページ）

テープを取り出し、カセット入れを開けたまま
約1時間放置する。

その他の異常

一度電源を切り、バッテリーを取りはずす。再びバッ
テリーを取り付け、電源を入れる。それでも表示が消
えないときは、お買い上げ店か、ソニーのサービス窓
口にご相談ください。

遅い点滅

速い点滅

速い点滅

速い点滅

バッテリー残量

バッテリー残量表示について
(残量表示がnになると液晶画面、またはビュー
ファインダーにiマークが点滅する。)

テープの終わり

ボタン型リチウム電池の消耗／ボタン型
リチウム電池が入っていない（28ページ）

カセットが入っていない

遅い点滅から速い点滅
に変わる。

遅い点滅

遅い点滅
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索引
五十音順

ア行
明るさ調節（液晶画面）……… 14
イヤホン端子………………… 36
エディットサーチ…………… 15
エンドサーチ……………15、17
おしらせブザー……………… 26
お手入れ …………………… 31
オートデート………………… 12

カ行
海外で使うとき……………… 34
外部マイク（別売り）………… 37
カウンター ………………… 13
カセットの入れかた………… 10
画面表示 …………………… 16
カラーテレビ方式…………… 34
逆光補正 …………………… 21
グリップベルト……………… 4
警告表示 …………………… 41
結露 ………………………… 31
広角 ………………………… 13
高速アクセス………………… 17
高速シャッタースピードモード
　 …………………………… 22
故障かな？と思ったら……… 32
誤消去防止ツマミ…………… 10
5秒モード …………………… 20

サ行
再生 ………………………… 16
撮影が終わったら…………… 13
撮影する …………………… 12
撮影内容の確認……………… 15
撮影モード ………………… 20
三脚 ………………………… 5
視度調節 …………………… 11
充電 ………………………… 8
充電確認マーク……………… 9
ズーム ……………………… 13
スタート／ストップモード
　 …………………………… 20

アルファベット順

ACパワーアダプター ……… 8
AV接続ケーブル ………18、25
Hi8方式 ……………………… 40
LANCl端子 ……………… 36
NTSC方式………………34、40
RFUアダプター ………18、40

スチル(静止画）……………… 17
スポーツモード……………… 22
接続（テレビで見るとき）…… 18
　　（編集のとき）…………… 25

タ行、ナ行
対面撮影 …………………… 19
タイトル …………………… 23
つなぎ撮り ………………… 13
テープの終わり表示………… 41
テレビで見る………………… 18
電源（家庭用コンセント）…… 27
　　（自動車の電源）………… 27
　　（バッテリー）…………… 9
撮る姿勢 …………………… 4

ハ行、マ行
バックライト(液晶画面)
　 …………………………… 26
バッテリー ………………… 8
バッテリー残量表示………… 41
ピクチャーサーチ…………… 17
日付・時刻合わせ…………… 29
日付・時刻の記録…………… 24
ファインダーの表示………… 39
プログラムAE ……………… 22
ヘッド ……………………… 31
ヘッド汚れ表示……………… 41
編集 ………………………… 25
望遠 ………………………… 13
ボタン型リチウム電池……… 28

ヤ行
夜景モード ………………… 22

ラ行
リモコン …………………… 38
リモコン受光部g ………37、38
レックレビュー……………… 15
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Printed in Japan

ご相談になるときは次のこと
をお知らせください
●型名：CCD-TRV11
●故障の状態：できるだけ詳しく
●お買い上げ年月日

ソニー株式会社

お問い合わせはお客様ご相談センターへ
●東京(03)5448-3311 ●名古屋(052)232-2611 ●大阪(06)539-5111

〒141 東京都品川区北品川6-7-35
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